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１．はじめに

　地下連続壁の設計施工技術の向上，そして経済性の向上の観点から，コンクリートの高強度化による壁厚

の低減や本体利用が積極的に進められている。本体利用の際には，レベル2地震動に対する設計を考慮する

場合もある。これらにともない，地下連続壁の鉄筋が多段に配筋されたり，せん断補強筋が密に配筋される

場合が増加している。過密配筋の場合にはコンクリートの充てん性を確保するため，高流動コンクリートを

使用する場合も多い。しかし，地下連続壁の配筋条件とコンクリートの充てん性に関する適切な指標がない

ため，配筋条件に適したコンクリートのコンシステンシー（スランプ，スランプフロー）を事前に選定する

ことが難しいのが現状である。また，筆者らは，地下連続壁におけるコンクリートの充てん性を評価する方

法として縮小モデルを用いた検討も行っている１）。

　本文では，これまでの施工実績に関するデータ２）をもとに地下連続壁の配筋条件とコンクリートのコンシ

ステンシーとの関係について考察した結果について報告するものである。

２．検討方法

２．１　配筋条件の定量化

　配筋条件と充てん性を満足するコンクリートに関する定量的なデータとしては，高流動コンクリートにつ

いてのみ示されており，構造条件である鋼材の最小あきと鋼材量を指標として自己充てん性を有するコンク

リートを３ランクに分類している。しかし，一般のスランプするコンクリートに関しては同様な指標は示さ

れていない。そのため，以下に示す主筋開口数とせん断筋開口数という指標を設定した。両指標はその数値

が大きいほど鉄筋間を通過するコンクリートの流動抵抗が大きいことを示している。

　　　主筋開口数：Nm = n1 x 106 /{(Pv - Dv) x (Ph - Dh)}

　　　せん断補強筋開口数：Ns =k･n2 x 106  /{(Pvs - Dvs) x (W - 2C)}

　ただし，

　　Nm：主筋開口数（／m2）， n1：主筋段数，Pv：縦筋間隔（mm），Dv：縦筋径，Ph：横筋間隔（mm），

　　Dh：横筋径（mm）

　　Ns：せん断補強筋開口数（／m
2），k：補正係数，n2：せん断補強筋段数（トレミー間隔の1/2をPhsで除

　　　　した値），Pvs：せん断補強筋縦間隔（mm），

　　Phs：せん断補強筋横間隔，Dvs：せん断補強筋径（mm），

　　W：壁厚（mm），C：かぶり（mm）

２．２　補正係数

　補正係数kは、せん断補強筋の段方向（横方向）の間隔によるコンク

リートの流動抵抗を考慮した係数であり，図１のように設定する。kは，

せん断補強筋横間隔（Phs）が200mm以下であれば主筋と同様に全ての

段の鉄筋がコンクリートの流動を阻害し，600mm以上であれば各段の影

響はないとし１段（k･n2 =(1/n2)･n2=1）として与える。

３．検討結果および考察　

　検討に用いたデータ数は 32であり，使用されたコンクリートはスラ
図１　補正係数kの考え方
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図2　主筋開口数とせん断補強筋開口数との関係

図3　主筋開口数と総開口数との関係

図4　せん断補強筋開口数と総開口数との関係
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ンプが 18cmのものからスランプフローが65cmの高流

動コンクリートの範囲であった。

　図２に，主筋開口数（Nm）とせん断補強筋開口数（Ns）

との関係についてコンクリートのコンシステンシーごと

に示す。スランプ18～ 21cmのコンクリートは，Nmが

30～100で，Nsが７以下の範囲にあり，スランプフロー

が45～65cmのコンクリートはNmが50～150で，Nsが

25以下の範囲に分布している。また、スランプ23cmの

コンクリートはNmが50前後であるが，Nsは大きくばら

ついている。

　Nmが約90を超える場合やNsが約10を超えるような

場合には，高流動コンクリートを含めた流動性の高いコ

ンクリートが使用されているようである。また，土木学

会コンクリート標準示方書【施工編】などで規定されて

いるスランプ21cmを超えるスランプが23cmのコンク

リートは，Nsが大きい場合に使用されているようであ

る。これは，せん断補強筋が密に配筋されている場合に

相当し，コンクリートの充てん性不良の危険性を避ける

ためにスランプを大きくしたコンクリートを使用したも

のと考えられる。

　図３および図４に，Nm，Nsと総開口数N（NmとNsの

和）との関係を示した。NはNmの増加にともない直線

的に増加しており，一般的な配筋条件を有する地下連続

壁を示していると考えられる。一方，この直線から上側

にはずれた点は，せん断補強筋が密に配筋されている場

合を示している。実施工の実績から，Nmが約 90以上，

Nsが約10以上の場合には流動性の高いコンクリートが

用いられていることを示している。また，スランプ

21cmまでのコンクリートと流動性の高いコンクリート

が混在している範囲も広く，配筋条件に適したコンシス

テンシーは明確ではないようである。

４．おわりに

　地下連続壁の配筋条件とコンクリートのコンシステン

シーとの関係を実施工のデータを基に考察した結果，主

筋開口数やせん断補強筋開口数を指標として表せる目安

が得られた。今後は，実施工における充てん状況の検証

を含めた考察が必要である。また，配筋条件と実際のコ

ンクリートの流動抵抗性との関係を定量的に評価するこ

とも課題であると考えられる。
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